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「ＪＲ連合ビジョン」の実践と
  政策の推進を通じて、
ＪＲ産業の持続的発展と
組合員の幸せを実現しよう！

JR連合

JR連合

　

２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
以
来
初
め
て
１
０
０
単
組
統
一
の
闘
争
方
針

と
し
、
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
を
掲
げ
、
こ
の
間
労
使
交
渉
を
展
開
し
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
未
曽
有
の
経
営
危
機
の
最
中
で
は
あ
る
が
、
各
単
組
は
真
摯
に
会
社
と
向
き
合
い
、
回

答
を
引
き
出
し
つ
つ
あ
る
。
（
３
月
26
日
現
在
）

　

引
き
続
き
、
「
Ｊ
Ｒ
産
業
に
集
う
す
べ
て
の
仲
間
の
雇
用
と
生
活
を
守
る
」
こ
と
を
最
優
先

に
、
賃
上
げ
で
は
「
働
き
の
価
値
に
見
合
っ
た
」
水
準
に
引
き
上
げ
、
働
く
仲
間
の
「
安
心
」

を
取
り
戻
す
決
意
で
あ
る
。

《
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
》

　
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
、
３

月
18
日
、
第
７
回
団
体
交
渉
で

会
社
か
ら
、
標
準
乗
数
４
と
す

る
定
期
昇
給
の
完
全
実
施
、
夏

季
手
当
２
・
２
カ
月
分
と
の
回

答
を
引
き
出
し
た
。

　

執
行
委
員
会
で
協
議
し
た
結

果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
大
幅
な
赤
字
決

算
が
見
込
ま
れ
る
危
機
的
状
況

の
中
、
８
年
連
続
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
獲
得
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も

の
の
、
定
期
昇
給
の
完
全
実
施

や
夏
季
手
当
の
支
給
な
ど
「
生

活
の
維
持
」
に
資
す
る
最
低
限

の
回
答
を
引
き
出
し
た
こ
と
や
、

今
次
交
渉
を
通
じ
て
、
組
合
員

の
声
を
基
礎
と
し
た
制
度
要
求

に
お
い
て
多
く
の
実
現
を
勝
ち

取
っ
た
こ
と
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
社
業
を
支
え
続
け
て
き

た
組
合
員
の
負
託
に
最
大
限
応

え
得
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と

判
断
し
妥
結
し
た
。

《
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
》

　
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
３
月

18
日
、
第
３
回
団
体
交
渉
を
行

い
、
会
社
か
ら
、
定
期
昇
給
の

実
施
（
昇
給
係
数
２
、
平
均
約

３
２
０
０
円
）
、
新
た
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
対
す
る
総
合
的

な
処
遇
改
善
な
ど
、
最
終
回
答

が
示
さ
れ
た
。
会
社
は
、
「
当

社
の
経
営
状
況
な
ど
を
踏
ま
え

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し

い
判
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
」

と
し
て
、
上
記
の
回
答
を
行
っ

た
。

　
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
現
下

の
厳
し
い
経
営
状
況
を
踏
ま
え
、

こ
れ
以
上
の
要
求
前
進
は
困
難

と
判
断
。
健
全
な
危
機
感
を
会

社
と
共
有
し
、
「
変
革
２
０
２

７
」
の
取
り
組
み
の
レ
ベ
ル
と

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
、
「
業
務
改

革
」
「
働
き
方
改
革
」
「
職
場

改
革
」
の
３
つ
の
改
革
を
共
に

推
し
進
め
て
い
く
決
意
を
述
べ

た
上
で
、
席
上
妥
結
し
た
。

《
貨
物
鉄
産
労
》

　

貨
物
鉄
産
労
は
、
３
月
18
日
、

第
４
回
団
体
交
渉
を
行
い
、
会

社
か
ら
昇
給
額
表
に
記
載
し
て

い
る
等
級
及
び
評
価
に
応
じ
た

昇
給
の
実
施
（
平
均
４
４
０
８

円
、
１
・
74
％
）
と
す
る
回
答

が
示
さ
れ
た
。

　

回
答
を
受
け
て
、
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
や
今
回
の
改
正
法
案
等
、
Ｊ

Ｒ
産
業
の
緊
急
政
策
課
題
の
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
通
じ

て
世
論
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、

『
政
労
使
』
で
ベ
ク
ト
ル
を
合

わ
せ
ら
れ
る
労
働
組
合
と
協
同

し
て
い
く
こ
と
が
、
Ｊ
Ｒ
貨
物

に
と
っ
て
は
得
策
で
あ
る
」
と

指
摘
し
た
上
で
、
現
下
の
取
り

巻
く
情
勢
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

同
日
妥
結
を
通
告
し
た
。

　

同
時
に
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
ポ
イ

ン
ト
増
額
、
勤
続
15
年
以
上
の

契
約
社
員
の
退
職
慰
労
金
増
額

と
の
回
答
も
引
き
出
し
た
。

《
Ｊ
Ｒ
北
労
組
》

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
、
３
月
19
日
、

第
６
回
団
体
交
渉
を
行
い
、
会

社
か
ら
所
定
昇
給
号
俸
４
号
俸

と
す
る
定
期
昇
給
の
実
施
（
54

歳
以
下
平
均
５
６
７
９
円
、
２
・

２
％
）と
す
る
回
答
が
示
さ
れ
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
令
和
３
年
４
月

１
日
現
在
の
年
齢
が
55
歳
の
社

員
に
、
特
に
一
人
２
万
５
０
０

０
円
を
支
給
、
ス
タ
ッ
フ
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
度
に
限
り
、

夏
季
手
当
支
給
額
に
１
万
円
を

加
算
す
る
と
の
回
答
を
引
き
出

し
た
。

　

諸
制
度
の
改
正
と
し
て
は
、

①
勤
務
関
係
（
保
存
休
暇
）
、

②
賃
金
関
係
（
各
種
手
当
）
、

③
厚
生
関
係
、
④
パ
ー
ト
ナ
ー

社
員
関
係
、
⑤
在
宅
勤
務
に
係

る
経
費
の
補
填
等
、
多
く
の
成

果
を
引
き
出
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
、
取
り
巻
く

経
営
環
境
と
諸
般
の
情
勢
等
を

踏
ま
え
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
要

求
前
進
は
困
難
と
判
断
し
、
席

上
妥
結
し
た
。

《
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
》

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、
３
月
19

日
、
第
４
回
団
体
交
渉
を
行
い
、

会
社
か
ら
「
仕
事
給
昇
給
額
表
に

掲
げ
る
仕
事
給
昇
給
の
実
施
」

等
の
回
答
が
示
さ
れ
た
。
夏
季

手
当
に
つ
い
て
は
、
「
検
討
を

重
ね
る
中
に
お
い
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
業
績

へ
の
影
響
が
不
透
明
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
考
え
方
を
示
す
こ
と

は
困
難
」
と
し
て
回
答
を
保
留

し
た
。

　

回
答
を
受
け
て
、
２
年
連
続

ベ
ア
ゼ
ロ
回
答
へ
の
強
い
不
満

と
グ
ル
ー
プ

会
社
へ
及
ぼ

す
悪
影
響
に

懸
念
を
示
し

た
上
で
、
今

後
労
使
協
議

が
本
格
化
す

る
グ
ル
ー
プ

会
社
に
対
し

て
、
会
社
が

責
任
を
持
っ

て
、
Ｊ
Ｒ
九

同
日
妥
結
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

労
働
時
間
の
短
縮
及
び
制
度
改

善
に
つ
い
て
も
前
進
が
図
ら
れ
た
。

　

夏
季
手
当
・
夏
季
一
時
金
に

つ
い
て
会
社
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
影
響
が
長
期
に
及
ん
で
お

り
収
入
の
回
復
が
見
通
せ
な
い

こ
と
や
、
支
給
日
ま
で
に
一
定

の
期
間
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
理

由
に
、
「
収
入
状
況
や
今
後
の

見
通
し
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
、
改
め
て
支
給
月
数
を
提
示

し
た
い
」
と
し
て
、
回
答
を
示

さ
な
か
っ
た
。

の
要
件
緩
和
も
不
可
欠
で
あ
る

特
有
の
事
情
を
説
明
す
る
な
ど

の
対
応
を
進
め
る
。
そ
し
て
、

今
年
度
の
予
算
措
置
や
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
対

策
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
求

め
る
と
と
も
に
、
感
染
症
収
束

後
は
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

再
開
な
ど
、
積
極
的
な
需
要
喚

起
策
を
強
く
要
求
し
て
い
く
」

と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
幹
事
会
が
闘
争
方

針
を
提
起
。
各
分
科
会
代
表
者

か
ら
の
決
意
表
明
で
は
、
各
会

場
か
ら
、
企
業
を
取
り
巻
く
厳

し
い
経
営
環
境
が
述
べ
ら
れ
た

他
、
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
、

賃
上
げ
を
は
じ
め
と
し
た
労
働

条
件
改
善
に
精
力
的
に
取
り
組

む
決
意
が
示
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、「
集
会
ア
ピ
ー
ル
」

を
全
体
で
確
認
し
、
八
木
代
表

幹
事
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
気

勢
を
上
げ
た
。

職
場
で
苦
し
ん
で
い
る
仲
間
、

労
働
条
件
の
改
善
を
望
ん
で
い

る
仲
間
、そ
し
て
昼
夜
を
問
わ

ず
Ｊ
Ｒ
産
業
の
社
会
的
役
割
を

果
た
し
続
け
て
い
る
多
く
の
仲

間
の
声
を
し
っ
か
り
と
要
求
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。そ
し

て
、
労
使
一
丸
と
な
っ
て
、

こ
の
難
局
を
如
何
に
乗
り
越
え

る
か
に
つ
い
て
も
労
使
協
議
を

展
開
し
、
Ｊ
Ｒ
７
単
組
、グ
ル
ー

プ
93
単
組
が
『
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
』
で
今
次
闘
争
に
取
り
組

も
う
」
と
熱
く
訴
え
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山
市
朗

会
長
は
、
今
次
闘
争
に
取
り
組

む
基
盤
整
備
と
し
て
、
「
雇
用

調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
に
つ

い
て
は
、
感
染
症
が
収
束
し
業

績
回
復
が
見
込
め
る
ま
で
の
継

続
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、

公
共
的
役
割
か
ら
事
業
を
大
幅

に
休
止
で
き
な
い
鉄
道
、
バ
ス

な
ど
の
業
種
で
は
、
休
業
規
模

会
場
を
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

で
繋
ぎ
２
０
２
１
春
闘
総
決
起

集
会
を
開
催
し
、
意
思
統
一
を

図
っ
た
。
集
会
で
は
冒
頭
、
主

催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ

た
八
木
大
星
代
表
幹
事
（
Ｊ
Ｒ

連
合
特
別
執
行
委
員
・
Ｎ
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
労
組
委
員
長
）
は
、
「
コ

ロ
ナ
禍
で
こ
の
間
、
各
単
組
が

苦
し
い
判
断
を
度
々
迫
ら
れ
て

き
た
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い

る
し
、次
年
度
以
降
の
経
営
に

対
し
て
大
き
な
不
安
を
抱
い
て

い
る
こ
と
も
理
解
す
る
。
し
か

し
、
闘
う
前
か
ら
、
経
営
環
境

が
厳
し
い
こ
と
を
理
由
に
『
要

求
し
な
い
』
『
協
議
し
な
い
』

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

な
賃
金
を
「
働
き
の
価
値
に
見

合
っ
た
水
準
」
へ
と
引
き
上
げ

る
た
め
、
必
達
目
標
賃
金
に
未

達
の
単
組
は
正
々
堂
々
と
賃
上

げ
要
求
を
行
い
、
２
０
２
１
春

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

は
、
「
す
べ
て
の
仲
間
の
雇
用

と
生
活
の
維
持
」
を
最
優
先
と

し
つ
つ
も
、
Ｊ
Ｒ
各
社
や
国
内

の
同
業
他
社
と
の
格
差
が
顕
著

各単組は厳しい情勢下で積極果敢に団体交渉に
臨んだ

グループ93単組が「ＯＮＥ ＴＥＡＭ」で前に進む
決意を新たに

　　　　　　　　　JR7単組の2021春季生活闘争要求及び妥結状況〈3月26日時点〉

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

雇
用
と
生
活
の
維
持
を
第
一
義
に

    

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
で
前
に
進
む

２
０
２
１
春
闘
総
決
起
集
会

ＪＲ北労組自動車支部で
新たな仲間が加入

　３月１日付で、ジェイ・アール北海道バスで働く
44歳の仲間がＪＲ北労組に加入した。
　昨年11月に入社し、年が明けた１月中旬から一人
乗務を開始していた。ＪＲ北労組と他労組からそれ
ぞれ説明を受けるとともに、自ら組合について調べ、
その結果として、ＪＲ北労組に共感し、今回の加入
に繋がった。この間、ＪＲ北労組の分会役員や組合
員は献身的に世話役活動に取り組んできた。
　ＪＲバスで働く仲間2000人、そして、ＪＲ連合に
集う全国８万7000人の仲間は、勇気ある決断を心よ
り歓迎します。

「ＪＲ連合ビジョン」を掲げ
魅力ある運動を展開する

ＪＲ連合・ＪＲ北労組への   　
総結集をめざそう

単組名

2021年 昨年実績

要求日
賃金 一時金 妥結日

ベア 一時金
要求 妥結 要求 妥結 賃金 一時金

ＪＲ北労組 2月10日 基準内賃金1,000 円引き上げ
所定昇給号俸４号俸と
する定期昇給の実施 ― ― 3月19日 ― 0円 夏1.79ヶ月

ＪＲＥユニオン 2月10日 定期昇給の実施 定期昇給の実施（昇給
係数２） ― ― 3月18日 ― 684円

（平均）
夏2.4ヶ月
+5,000円

ＪＲ東海ユニオン 2月8日

・定期昇給の年度初完全
　実施
・月例賃金総額の2%相当、
　ベア1,000 円

標準乗数「４」とする
定期昇給の完全実施 夏2.5ヵ月 夏2.2ヵ月 3月18日 800円 夏2.95ヵ月

ＪＲ西労組 2月5日 現時点での基準昇給額表
に基づく基準昇給の実施

年3.5ヵ月
（夏・年末ともに
1.75ヵ月）

800円
年4.19ヵ月
（夏2.69、
年末1.5）

ＪＲ四国労組 2月10日 基準内賃金1,000 円引き上げ 定期昇給を完全実施 夏1.8ヵ月 交渉継続 3月23日 200円 夏1.89ヶ月

ＪＲ九州労組 2月10日 基本賃金1,000 円引き上げ
仕事給昇給額表に掲げ
る仕事給昇給の実施

夏2.5ヵ月
（55歳以上の社
員に対する加算
措置）

交渉継続 3月19日 0円 夏2.48ヵ月

貨物鉄産労 2月10日

・諸手当の改善等で5,000 
　円以上引き上げ
・昇給額表（1.2）の金額
　を1,000 円引き上げ

昇給額表に記載してい
る等級及び評価に応じ
た昇給の実施

年間
4.9ヶ月以上
夏2.3ヵ月以上年
末2.6ヵ月以上

交渉継続 3月18日 200円 夏1.75ヵ月

２０２１春季生活闘争
組合員の負託に応えるべく粘り強く

２０２１春季生活闘争
組合員の負託に応えるべく粘り強く

季
生
活
闘
争
を
展

開
し
て
き
た
。３

月
26
日
時
点
で
既

に
10
単
組
が
妥
結

し
て
お
り
、
交
渉

は
本
格
化
し
て
い

る
。
（
次
号
以
降

で
詳
報
）

　
２
月
10
日
に
は
、

大
阪
を
メ
イ
ン
会

場
に
、
東
京
・
名

古
屋
・
高
松
・
博

多
の
サ
テ
ラ
イ
ト

州
労
使
の
協
議
結
果
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
当
該
労
使
間

で
真
摯
な
議
論
を
行
う
よ
う
発

信
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
そ
の

上
で
、
現
下
の
取
り
巻
く
経
営

環
境
等
を
踏
ま
え
、
こ
れ
以
上

の
要
求
前
進
は
困
難
と
判
断
し
、

席
上
妥
結
し
た
。

《
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
》

　

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
３
月
23

日
、
第
４
回
団
体
交
渉
を
行

い
、
会
社
か
ら
賃
金
引
上
げ
に

つ
い
て
、
定
期
昇
給
を
完
全
実

施
す
る
と
の
回
答
を
引
き
出
し
、
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３
月
26
日
、
「
日
本
国
有
鉄

道
清
算
事
業
団
の
債
務
等
の
処

理
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
が
参
議
院

本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
成
立
し

た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
法
案
審
議
に

先
立
つ
２
月
18
日
に
、
立
憲
民

主
党
国
土
交
通
部
会
・
Ｊ
Ｒ
二

島
・
貨
物
問
題
検
討
Ｗ
Ｔ
に
よ

る
合
同
会
議
及
び
、
国
民
民
主

党
政
調
会
議
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
た
。
今
次

法
改
正
は
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物

会
社
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
や
Ｊ
Ｒ
四
国
が
直

面
す
る
課
題
は
早
晩
日
本
全
国

共
通
の
課
題
に
な
る
と
の
認
識

の
下
、
将
来
に
わ
た
る
持
続
可

能
な
交
通
・
運
輸
産
業
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
足
元
の
支
援
策

の
み
に
依
拠
し
た
近
視
眼
的
な

議
論
に
留
ま
ら
ず
、
中
長
期
的

視
点
に
立
っ
た
骨
太
な
国
会
論

戦
を
要
請
し
た
。
そ
の
上
で
、

今
後
に
繋
げ
る
べ
く
付
帯
決
議

を
通
じ
て
論
点
を
明
確
に
す
る

こ
と
も
求
め
た
。

衆
議
院
・
国
土
交
通
委
員
会

　

３
月
10
日
、
21
世
紀
の
鉄
道

を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

所
属
す
る
玉
木
雄
一
郎
議
員

（
香
川
２
区
）
が
質
問
に
立
ち
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
の
若

年
層
の
離
職
拡
大
に
つ
い
て
発

言
し
、
安
全
・
安
定
輸
送
へ
の

懸
念
を
示
し
つ
つ

働
く
者
の
待
遇
を

含
め
て
労
働
環
境

を
整
え
る
こ
と
が

重
要
と
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
対
し
赤
羽

一
嘉
国
土
交
通
大

臣
は
、
人
材
確
保

　「四万十いやしの里」は、日本最後の清
流ともいわれる四万十川の河口、高知県南
西部の四万十市にあり、豊かな自然に囲ま
れた「癒やし」の施設として、多くのお客
様を迎えております。その「四万十いやし
の里」には、四万十川の河口のなだらか
な丘に佇み、30室ある客室すべてが自然
林に囲まれた隠れ家のような「四万十の
宿」、温泉・薬湯・海水露天風呂の３種類
の湯が楽しめる「四万十いやしの湯」、豊
かな山の幸・川の幸・海の幸の郷土料理が
味わえる「旬菜料理　山川海」、心安らぐ
Ｃａｆｅ　Ｂａｒ「菩提樹」があり、くつ
ろぎの時間を愉しめることができます。
　新型コロナウィルス感染症の影響を受
け、昨年４月後半から６月にかけて休館と
なりましたが、休館中は、営業再開に向け
スタッフ全員で宿のメンテナンスや、清掃
に取り組んだり、接客スキル向上のためリ
モートでの研修を行ったりと、みんなのモ
チベーション維持に努めました。ピンチの
時こそチャンスとの思いをみんなで共有
し、苦境のなかでこそ組合員の絆を大切に

との思いがより強固となりました。現在、
感染症対策も万全に行っており、安心して
お客様にご利用いただけると自負しており
ます。
　「最高の肴」「最高の酒」「心豊かなお
もてなし」で皆さまをお迎えいたします。
ぜひ、四万十の宿へお越しください。

四万十の宿労働組合

～全国の仲間を
　 応援しよう～

ＪＲ連合
ふれあいキャンペーン

グループ労組めぐり

「
国
鉄
債
務
等
処
理
法
」
改
正
法
成
立

 
関
係
議
員
が
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
へ
の
支
援
と

持
続
可
能
な
産
業
の
あ
り
方
を
議
論

の
観
点
で
も
、
誇
り
を
持
っ
て

頑
張
る
た
め
に
も
、
給
与
水
準

を
上
げ
る
こ
と
に
遠
慮
は
い
ら

な
い
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

３
月
12
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合

国
会
議
員
懇
談
会
の
幹
事
で
あ

り
「
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
経
営
自

立
実
現
Ｐ
Ｔ
」
で
は
共
同
座
長

を
務
め
る
広
田
一
議
員
（
高
知

２
区
）
が
質
問
に
立
ち
、
経
営

自
立
の
具
体
像
を
明
確
に
す
べ

き
と
訴
え
た
上
で
、
Ｊ
Ｒ
四
国

の
構
造
的
課
題
に
つ
い
て
、
①

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
、
②

大
都
市
不
在
、
③
高
速
道
路
網

の
発
達
、
④
唯
一
新
幹
線
を
持

た
な
い
Ｊ
Ｒ
、
と
い
う
点
を
挙

げ
、
特
に
新
幹
線
整
備
の
有
効

性
に
つ
い
て
強
調
し
た
。
こ
れ

に
対
し
赤
羽
大
臣
は
、
総
合
的

に
地
方
を
創
生
し
て
い
く
べ
き

と
の
認
識
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
質
問
に
立
っ

た
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
所
属
す
る

古
川
元
久
議
員
（
愛
知
２
区
）

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
触
れ

つ
つ
高
速
道
路
は
上
下
分
離
し

て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
、
鉄
道

に
つ
い
て
も
官
民
の
役
割
分
担

を
見
直
す
必
要
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
発
言
し
た
。
同
法

案
は
付
帯
決
議
と
と
も
に
18
日

に
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、

審
議
の
場
が
参
議
院
に
移
っ
た
。

参
議
院
・
国
土
交
通
委
員
会

　

３
月
25
日
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
所
属
す
る
森
屋
隆
議
員
（
比

例
）
は
、
国
鉄
改
革
か
ら
35
年

目
を
迎
え
る
こ
と
に
触
れ
、
経

営
自
立
と
持
続
可
能
な
交
通
体

系
の
両
立
に
は
、
Ｊ
Ｒ
の
事
業

領
域
を
明
確
に
し
、
国
や
地
方

自
治
体
が
責
任
を
持
っ
て
役
割

分
担
を
す
べ
き
と
の
認
識
を
示

し
、
国
交
省
の
見
解
を
問
う
た
。

赤
羽
大
臣
は
、
民
間
会
社
が
公

共
交
通
を
担
う
こ
と
に
つ
い
て

の
課
題
認
識
に
触
れ
、
国
や
地

方
自
治
体
と
Ｊ
Ｒ
各
社
と
の
連

携
が
重
要
だ
と
答
弁
し
た
。

　

続
い
て
議
員
懇
会
長
の
榛
葉

賀
津
也
議
員
（
静
岡
）
が
質
問

に
立
ち
、
ま
ず
、
公
共
交
通
と

Ｊ
Ｒ
の
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
社
会
的
使
命
を
背
負
い
不

採
算
路
線
を
維
持
す
る
こ
と
と

民
間
企
業
と
し
て
経
営
を
自
立

さ
せ
る
こ
と
の
矛
盾
点
を
指
摘

し
、
政
策
転
換
の
時
期
を
迎
え

て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
、
貨
物
鉄
道
は
物

流
政
策
・
環
境
政
策
と
し
て
捉

え
る
必
要
が
あ
り
、
線
路
使
用

料
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
課

題
を
整
理
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
貨

物
が
株
式
上
場
・

完
全
民
営
化
を
果

た
す
べ
き
と
語
っ

た
。
赤
羽
大
臣
は
、

国
と
し
て
貨
物
輸

送
の
特
殊
性
を
加

味
し
な
が
ら
大
き

な
議
論
を
展
開
し
、

　交運労協は、コロナ禍が猛威を振るい社会に不安
が拡がる中、人々の「くらしと移動」を支える交通
運輸・観光産業で働く仲間【KEY WORKERS】の
現場実態を紹介しています。
　ＪＲ四国をはじめ、働く仲間が活躍するショート

国
民
の
利
益
に
な
る
方
策
を
考

え
て
い
く
と
答
弁
し
た
。
最
後

に
、
榛
葉
議
員
は
将
来
の
た
め

に
は
人
材
確
保
・
育
成
が
不
可

欠
で
あ
る
と
の
観
点
を
持
つ
こ

と
が
重
要
と
述
べ
た
。
法
案
は
、

翌
26
日
に
付
帯
決
議
と
と
も
に

可
決
さ
れ
た
。

　

震
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
て
、

改
め
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
御
霊
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
全
て

の
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
10
年
の
節
目
に

声
明
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
大
震
災
で
得
ら

れ
た
教
訓
を
生
か
し
て
コ
ロ
ナ

禍
の
難
局
を
も
克
服
し
、
新
た

な
社
会
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く

決
意
で
あ
る

連
合
が
取
り

組
む
「
フ
ォ

ト
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
に
も
多

く
の
単
組
と

と
も
に
参
加

し
た
。

　

そ
し
て
、

今
後
も
、
東

日
本
大
震
災

を
決
し
て
忘

れ
ず
、
被
災

者
、
被
災
地

東日本大震災復興支援「オイスカ名取海岸林再生プ
ロジェクト」ボランティア（2017年７月）

広田一議員（衆・高知２）

榛葉賀津也議員（参・静岡）

ムービーを下記
QRコードより
ご覧ください。

交運労協が「くらしと移動」を支える
仲間のショートムービーを公開

私たちは大震災を決して忘れず、
持続的、自立的な復興を支え続けます

―東日本大震災から10年を迎えるにあたってのＪＲ連合声明－

　一瞬にして２万人近い人命を奪った東日本大震災から10年
の歳月が経過しました。あらためてお亡くなりになった方々
の御霊に哀悼の意を表するとともに、被災されたすべての方
々に対して、心よりお見舞い申し上げます。
月日が経っても、大切な人を失い、生活基盤を破壊された方
々の悲しみが癒えることはありません。私たちは、被災され
た方々に寄り添い、思いを馳せて、できる限りの助け合い、
支え合いの活動を進めてきました。
　ＪＲ連合は大震災の発生後、救援物資の輸送や緊急支援カ
ンパ、連合被災地 救援ボランティアに積極的に参加するなど
、全組合員の総力を挙げた被災地の支援に取り組んできまし
た。また、ＢＲＴ化された区間を除き最後まで不通となって
いた常磐線（富岡～浪江間）が昨年３月に再開するなど、被
災したＪＲの路線の復旧も進みました。このほか、公益財団
法人オイスカが主催する宮城県名取市の「海岸林再生プロジ
ェクト」にも積極的に参加し、現在も組合員と家族によるボ
ランティア活動を展開しているところです。
　10年の間に復興は確実に前進しているものの、未曽有の災
禍による傷跡はきわめて深く、ソフト面、ハード面ともに課
題が多く残っています。被災者、被災地の立場から、真の生
活再建や地方創生につながる持続的、自立的な復興を実感で
きるよう取り組む必要があると考えます。また、各地で毎年
のように発生し、今後も想定される地震や水害など大規模な
自然災害に対して、大震災の教訓を徹底して生かし、危機管
理能力を高め、防災、減災の対策を強化することが求められ
ます。さらに、人類が直面する新型コロナウイルス感染症へ
の対策においても、大震災の教訓に学び、難局を克服し、次
なる危機にも備え、新たな社会づくりにつなげていかなけれ
ばなりません。
　私たちは東日本大震災を決して忘れず、風化させることな
く、今後も被災者、被災地に寄り添った助け合い、支え合い
の活動を継続していくとともに、大震災で得られた教訓を生
かし、わが国の社会、生活を支える安全な鉄道サービスを提
供し、持続的、自立的な復興を支え続ける決意を改めて表明
いたします。

　　　　　　　　　　 ２０２１年３月１１日
　　　　　　　　　　日本鉄道労働組合連合会（ＪＲ連合）

東日本大震災から10年
私たちは、
持続的・自立的な復興を

支え続けます

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード


